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横浜港湾空港技術調査事務所 技術説明会

エポコラム協会
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本日の説明内容
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◼ エポコラムTaf工法の概要

◼ エポコラムTaf工法の特徴

大口径φ2500改良施工

既存杭などの地中障害物混在地盤での施工

大口径改良による変位抑制施工

 ICT対応地盤改良

◼ 港湾工事等の適用例

◼ まとめ



エポコラムTaf工法の概要
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工法の概要
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エポコラムの撹拌翼は、外翼（Ａ） と

芯翼（Ｃ） とが同一方向に回転し、

中翼（Ｂ） と 掘削ヘッド（Ｄ） はそれ等

とは異なる方向に回転（逆回転）する

複合相対撹拌を行うことにより、

「共回り」「連れ回り」現象を防止し、

混合作用に加え「練り込み」作用を併

持した三次元的撹拌を行い、良好な

品質のコラムを築造します。

外翼（Ａ）

中翼（Ｂ）

芯翼（Ｃ）

掘削ヘッド（Ｄ）
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練り込み撹拌式

羽根切り撹拌式

（低速回転・高トルク仕様）

→高品質
→大口径（max：φ2500）
→構造物近接変位抑制施工
→超硬質・地中障害物対応

（高速回転・低トルク仕様）

従来工法

エポコラム 撹拌翼

従来工法 撹拌翼

工法の位置付け
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高トルク仕様を活用した特徴的な施工状況



１．撹拌翼のセット ２．撹拌試験 ３．試験容器の側面板をはずす

４．色砂の撤去及びコラム中心
部の確認

《 試 験 工 程 》 鉛直方向撹拌性能試験

色砂による撹拌翼の性能試験
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エポコラムTaf工法の特徴

大口径φ2500改良施工
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翼中吐出は、中翼の通過軌跡
となる練り込み作用部に強制的
にスラリーを吐出することで瞬時
にコラム全域に均一なスラリーの
注入拡散を行うことができ、撹拌
効率が飛躍的に高められ、改良

径；2,500mmの大口径コラム
の築造においても良好な改良撹
拌性能を有しています。

撹拌効率の向上は施工能力の向上が

飛躍的にアップされることで、より経済
性に富み、工期の短縮を実現しました。

・翼中吐出軌跡図

大口径改良における翼中吐出機構

・翼中吐出模擬図

10

大口径φ2500改良施工



エポコラムTaf工法の特徴

既存杭などの地中障害物
混在地盤での施工
【Rock仕様】
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エポコラムTaf工法【Rock仕様】（以下、Rock仕様）は、地中障害

物破砕と同時に地盤改良を行うことを可能にした技術です。従来

の二工程を必要とする施工を、同一工程で施工を行います。

既存杭の破砕・地盤改良同時施工
【Rock仕様】

①既製杭頭出し
による位置確認

既
製
杭

②既製杭除去工

③撹拌混合施工

④改良体造成完了

ケ
ー
シ
ン
グ

改

良

体

既製杭残置地盤における
従来技術施工手順

①既製杭

既
製
杭

②杭破砕と複合
相対撹拌施工

③改良体造成完了

既
製
杭
破
砕
と
撹
拌

混
合
の
同
時
施
工

改

良

体

既製杭残置地盤における
Rock仕様施工手順

施工手順概要図
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従来の二工程を必要とする施工を、

同一工程で施工が可能になったこ

とにより、施工効率が向上し、

・工期短縮

・施工費の縮減

・CO2排出量の削減

がはかれます。

既
製
杭

既
製
杭
破
砕
と
撹
拌

混
合
の
同
時
施
工

改

良

体

エポコラムTaf工法施工手順
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既存杭の破砕・地盤改良同時施工のメリット
【Rock仕様】
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杭
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体

従来技術施工手順



既存杭の破砕・地盤改良同時施工のメリット
【Rock仕様】

既製杭破砕出来形状況 コア供試体作成状況（杭破砕片混入）

杭破砕片 PC鋼線

破断・破砕後の地中残存物はコラム内に分散し一体化する

ことにより、廃棄物の発生を抑制することが可能です。
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エポコラムTaf工法の特徴

大口径改良による変位抑制施工
【Pls(プラス)仕様】
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ｽﾗﾘｰ注入圧

注入圧を解放

スパイラルロッド

外翼

中翼芯翼

掘削ヘッド

『低速回転複合相対撹拌機構』と『スパイラルロッド』との相乗効
果によって、スラリー注入に伴う増加内圧の解放と注入圧に応じた『アップリフト作用』で効率

的な排土を行い、周辺地盤への変位抑制を可能とし、構造物等の近接での低変位改良を実

現しました。

大口径改良による変位抑制施工
【Pls(プラス)仕様】



試験No. H-1 S-1

ロッド 標準 スパイラル

改良径
φ2.5m

（断面積4.9１m2）

施工長
14.0m

（空堀1.0m, 改良13.0m）

添加量
（W/C）

200kg/m3

（80％）

比較試験(標準ロッドとスパイラルロッド)

標準ロッドとスパイラルロッドの２種類を用いて試験

施工を行い、圧力値及び変位量の比較をした
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スパイラルロッド(Pls工法)



撹拌混合時の地中内圧力と周辺地盤の変位測定方法

深
度
（ｍ
）
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粘土質シルト

砂

粘土

礫混り粘土

砂
シルト混り砂

礫混り砂

空堀

改良体

1
4
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Ｎ 値
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土質柱状図，改良深度ならびに多段式傾斜計配置図

圧力ロガー
（上部）

圧力ロガー
（下部）

多段式傾斜計
19段設置(ピッチは1.0m)

1.5m

1
9
.0

m



地中内応力分布と地盤変位量
深度
(m)

土質
区分

水平変位量δ(mm)
01030 2040

圧力p(kPa)
20015050 1000 250

標準ロッド
δ=23mm

Pls施工
δ=2.5mm

標準ロッド

Pls施工

全応力σ

Ｎ 値

深
度
（ｍ
）

埋土

粘土質シルト

砂

粘土

礫混り粘土

砂
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標準施工とPls施工による造成結果比較

●最大変位量…標準ロッド施工時の23mmと比較して2.5mmと
およそ1/10程度に低減された。

●改良体内圧力…スパイラルロッド(Pls施工)の方が低い圧力値
を示した。

⇒地盤内圧力を適正に保ち、変位量を抑制できた

標準ロッド スパイラルロッド

最大水平変位量(mm) 23 2.5
全応力との圧力差(kPa) +85 -25
固化材総注入量(kℓ) 15.19 15.58

排土量（m3） 6.61 12.51

排土率(％) 44 80
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エポコラムTaf工法の特徴

ICT対応地盤改良
「epo-Live」システム
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☆施工中のデータは、無線LAN接続を活用することで遠隔地においても

リアルタイムで表示する「遠隔閲覧機能」 により確認できる。

「epo-Live」システム epo-Live
22

epo-Live システムの特徴

管理者

現場事務所

タブレット

施工者

施工管理計

施工管理画面

ネットワーク回線

施工中のデータだけでなく、
施工後のデータが閲覧でき、
合否判定をその場で確認できるため、
リアルタイムの

『見える化』を促進します。



デジタルチャート表示施工中画面

☆施工状況がアニメーションで表示され、誰でも容易に把握できる。

☆施工データは、デジタルチャートグラフでも出力が可能で、

合否判定が容易となる。

☆施工はガイダンスに沿って行われるため、熟練技術を要しない。

「epo-Live」システム epo-Live
23

epo-Live システムの特徴



☆epo-Live-leading（エポライブリーディング）は、施工管理装置「epo-Live（エポ

ライブ）」にGNSSシステム（全球測位衛星システム：Global Navigation Satellite 

System)による杭芯位置への誘導ガイダンス機能を付加したシステムです。

誘導作業が不要となり省力化が図れる。

「epo-Live」システム epo-Live
24

epo-Live-leading(エポライブリーディング)

作業人員による誘導

誘導ガイダンス従来誘導状況



☆国土交通省 ICT建設機械等認定制度のICT建設機械等に認定されました。

ICT建設機械等認定制度とは…

「ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針」において取り扱う「ICT建設機

械」の円滑な現場導入に資するため、「ICT建設機械」及び建設機械に装着する

ことでICT建設機械として機能させる「ICT装置群」を認定する制度です。

「epo-Live」システム epo-Live
25

epo-Live システム

認定番号 ： 2023-1-2-5-1-0



☆国土交通省 令和８年度準推奨技術として選定されました。

「epo-Live」システム epo-Live
26

epo-Live システム

出典：国土交通省
「令和8年度推奨技術等として計24技術を選定～過去最多の選定数で工事等技術の一層の強化へ～」
添付資料【別紙2】技術概要



港湾工事等の適用例
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港湾工事等における地盤改良の適用用途

⇒多種多様な用途において、地盤改良が適用可能



本日のまとめ
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複合相対撹拌で、硬質地盤～ICT施工まで幅広い施工技術をラインアップ

①低速回転＋籠状の撹拌翼＋相対撹拌

高品質な改良体造成技術の開発

②二方向吐出＋相対撹拌

大口径施工による工期短縮・コストダウン

③高トルク＋独自開発のTafヘッド

地中障害物混在、超硬質地盤対応

④低速回転＋スパイラルロッド

構造物近接での変位抑制施工
⑤ epo-Liveシステム＋GNSSシステム

ICT施工対応
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まとめ



ご清聴ありがとうございました。
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